
(57)【要約】

【課題】板厚を薄くした場合であっても、従来と同等の

安全率を維持することが可能な鉄道用車輪を提供する。

【解決手段】リム部１５がボス部１１に対して、外輪側

に偏心しているＡ形車輪１Ａの場合、ボス部フィレット

１２、板部１３及びリム部フィレット１４の径方向の断

面形状を規定する２つの曲線ａｂ、ｃｄのうち、内輪側

の曲線ａｂの接線Ｌと、軸心Ｚに対する法線ｈとのなす

角αを計測し、その最大値αｍ ａ ｘ をとる内輪側の曲線

ａｂ上の点が、ボス側線分ａｂ及びリム側線分ｃｄから

等距離の位置に形成される補助線分が内輪側の曲線ａｂ

と交差する点よりもボス１１側に位置するよう決定する

。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 側 か ら 外 側 に か け て ボ ス 部 、 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト 、 板 部 、 リ ム 部 フ ィ レ ッ ト 、 リ ム 部 、 及
び 、 フ ラ ン ジ を 有 し 、 前 記 リ ム 部 が 前 記 ボ ス 部 に 対 し て 外 輪 側 に 偏 心 し て い る 鉄 道 用 車 輪
に お い て 、
前 記 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト 、 板 部 及 び リ ム 部 フ ィ レ ッ ト の 径 方 向 の 断 面 形 状 を 規 定 す る ２ つ の
曲 線 の う ち 、 内 輪 側 の 曲 線 の 接 線 と 、 前 記 ボ ス 部 に 挿 嵌 さ れ る 車 軸 の 軸 心 に 対 す る 法 線 と
の な す 角 の 最 大 値 を と る 前 記 内 輪 側 板 部 の 曲 線 上 の 点 が 、
前 記 ２ つ の 曲 線 と 前 記 ボ ス 部 と の 交 点 に よ り 規 定 さ れ る ボ ス 側 線 分 、 及 び 、 前 記 ２ つ の 曲
線 と 前 記 リ ム 部 と の 交 点 に よ り 規 定 さ れ る リ ム 側 線 分 か ら 等 距 離 の 位 置 に 形 成 さ れ る 補 助
線 分 が 前 記 内 輪 側 の 曲 線 と 交 差 す る 点 よ り も ボ ス 側 に 位 置 す る
こ と を 特 徴 と す る 鉄 道 用 車 輪 。
【 請 求 項 ２ 】
内 側 か ら 外 側 に か け て ボ ス 部 、 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト 、 板 部 、 リ ム 部 フ ィ レ ッ ト 、 リ ム 部 、 及
び 、 フ ラ ン ジ を 有 し 、 前 記 リ ム 部 が 前 記 ボ ス 部 に 対 し て 内 輪 側 に 偏 心 し て い る 鉄 道 用 車 輪
に お い て 、
前 記 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト 、 板 部 及 び リ ム 部 フ ィ レ ッ ト の 径 方 向 の 断 面 形 状 を 規 定 す る ２ つ の
曲 線 の う ち 、 外 輪 側 の 曲 線 の 接 線 と 、 前 記 ボ ス 部 に 挿 嵌 さ れ る 車 軸 の 軸 心 に 対 す る 法 線 と
の な す 角 の 最 大 値 を と る 前 記 外 輪 側 板 部 の 曲 線 上 の 点 が 、
前 記 ２ つ の 曲 線 と 前 記 ボ ス 部 と の 交 点 に よ り 規 定 さ れ る ボ ス 側 線 分 、 及 び 、 前 記 ２ つ の 曲
線 と 前 記 リ ム 部 と の 交 点 に よ り 規 定 さ れ る リ ム 側 線 分 か ら 等 距 離 の 位 置 に 形 成 さ れ る 補 助
線 分 が 前 記 外 輪 側 の 曲 線 と 交 差 す る 点 よ り も ボ ス 側 に 位 置 す る
こ と を 特 徴 と す る 鉄 道 用 車 輪 。
【 請 求 項 ３ 】
内 側 か ら 外 側 に か け て ボ ス 部 、 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト 、 板 部 、 リ ム 部 フ ィ レ ッ ト 、 リ ム 部 、 及
び 、 フ ラ ン ジ を 有 し 、 前 記 リ ム 部 が 前 記 ボ ス 部 に 対 し て 外 輪 側 に 偏 心 し て い る 鉄 道 用 車 輪
に お い て 、
前 記 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト 、 板 部 及 び リ ム 部 フ ィ レ ッ ト の 径 方 向 の 断 面 形 状 を 規 定 す る ２ つ の
曲 線 の う ち 、 内 輪 側 の 曲 線 の 接 線 と 、 前 記 ボ ス 部 に 挿 嵌 さ れ る 車 軸 の 軸 心 に 対 す る 法 線 と
の な す 角 の 最 大 値 を と る 前 記 内 輪 側 板 部 の 曲 線 上 の 点 が 、
前 記 ２ つ の 曲 線 と 前 記 ボ ス 部 と の 交 点 に よ り 規 定 さ れ る ボ ス 側 線 分 か ら と 、 前 記 ２ つ の 曲
線 と 前 記 リ ム 部 と の 交 点 に よ り 規 定 さ れ る リ ム 側 線 分 か ら と の 距 離 比 が ０ ． ５ ５ 対 ０ ． ４
５ の 位 置 に 形 成 さ れ る 補 助 線 分 が 前 記 内 輪 側 の 曲 線 と 交 差 す る 点 よ り も ボ ス 側 に 位 置 す る
こ と を 特 徴 と す る 鉄 道 用 車 輪 。
【 請 求 項 ４ 】
内 側 か ら 外 側 に か け て ボ ス 部 、 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト 、 板 部 、 リ ム 部 フ ィ レ ッ ト 、 リ ム 部 、 及
び 、 フ ラ ン ジ を 有 し 、 前 記 リ ム 部 が 前 記 ボ ス 部 に 対 し て 内 輪 側 に 偏 心 し て い る 鉄 道 用 車 輪
に お い て 、
前 記 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト 、 板 部 及 び リ ム 部 フ ィ レ ッ ト の 径 方 向 の 断 面 形 状 を 規 定 す る ２ つ の
曲 線 の う ち 、 外 輪 側 の 曲 線 の 接 線 と 、 前 記 ボ ス 部 に 挿 嵌 さ れ る 車 軸 の 軸 心 に 対 す る 法 線 と
の な す 角 の 最 大 値 を と る 前 記 外 輪 側 板 部 の 曲 線 上 の 点 が 、
前 記 ２ つ の 曲 線 と 前 記 ボ ス 部 と の 交 点 に よ り 規 定 さ れ る ボ ス 側 線 分 か ら と 、 前 記 ２ つ の 曲
線 と 前 記 リ ム 部 と の 交 点 に よ り 規 定 さ れ る リ ム 側 線 分 か ら と の 距 離 比 が ０ ． ５ ５ 対 ０ ． ４
５ の 位 置 に 形 成 さ れ る 補 助 線 分 が 前 記 外 輪 側 の 曲 線 と 交 差 す る 点 よ り も ボ ス 側 に 位 置 す る
こ と を 特 徴 と す る 鉄 道 用 車 輪 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
内 側 か ら 外 側 に か け て ボ ス 部 、 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト 、 板 部 、 リ ム 部 フ ィ レ ッ ト 、 リ ム 部 及 び
フ ラ ン ジ か ら な り 、 前 記 リ ム 部 が 前 記 ボ ス 部 に 対 し て 、 外 輪 側 ま た は 内 輪 側 に 偏 心 し て い
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る Ａ 形 ま た は Ｂ 形 の 鉄 道 用 車 輪 に 関 し 、 特 に ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト と リ ム 部 フ ィ レ ッ ト と の 間
の 板 部 の 形 状 を 最 適 化 し た 鉄 道 用 車 輪 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
鉄 道 車 両 の 高 速 化 、 省 エ ネ ル ギ ー の 観 点 か ら 鉄 道 用 車 輪 （ 以 下 、 車 輪 と い う ） の 軽 量 化 が
望 ま れ て い る 。 車 輪 の 軽 量 化 は 、 板 部 の 板 厚 を 減 少 さ せ る こ と に よ っ て 可 能 と な る が 、 板
厚 の 減 少 に よ り 耐 割 損 性 が 低 下 す る 。 従 っ て 、 耐 割 損 性 を 維 持 し つ つ 車 輪 の 軽 量 化 を 図 る
こ と が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の 鉄 道 用 車 輪 は 、 例 え ば 日 本 工 業 規 格 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｅ ５ ４ ０ ２ － １ ９ ８ ９ 等 に 従 い 設 計 さ
れ て い る 。 か か る 規 格 に お い て は 、 鉄 道 用 車 輪 は Ａ 形 、 Ｂ 形 、 及 び Ｃ 形 の ３ 種 が 規 定 さ れ
て い る 。 図 ５ は Ａ 形 車 輪 の 径 方 向 の 断 面 形 状 を 示 す 断 面 図 、 図 ６ は Ｂ 形 車 輪 の 径 方 向 の 断
面 形 状 を 示 す 断 面 図 、 図 ７ は Ｃ 形 車 輪 の 径 方 向 の 断 面 形 状 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 示 し な
い 車 軸 が 嵌 挿 さ れ る ボ ス 部 １ １ Ａ か ら 、 順 に 外 側 へ か け て ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト １ ２ Ａ 、 板 部
１ ３ Ａ 、 リ ム 部 フ ィ レ ッ ト １ ４ Ａ 、 リ ム 部 １ ５ Ａ 、 及 び 車 輪 内 輪 側 に 突 設 さ れ る フ ラ ン ジ
１ ６ Ａ か ら 、 Ａ 形 車 輪 １ ０ Ａ が 形 成 さ れ る 。 Ａ 形 車 輪 １ ０ Ａ は リ ム 部 １ ５ Ａ が ボ ス 部 １ １
Ａ に 対 し て 外 輪 側 に 偏 心 し て い る 形 状 と 定 義 さ れ 、 ま た 、 Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 ５ ４ ０ ２ － １ ９ ８ ９
に よ れ ば 、 各 部 位 の 長 さ は 下 記 の 表 １ に 示 す 如 く 規 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
図 ６ に 示 す よ う に 、 Ｂ 形 車 輪 １ ０ Ｂ も 同 様 に 、 図 示 し な い 車 軸 が 嵌 挿 さ れ る ボ ス 部 １ １ Ｂ
か ら 、 順 に 外 側 へ か け て ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト １ ２ Ｂ 、 板 部 １ ３ Ｂ 、 リ ム 部 フ ィ レ ッ ト １ ４ Ｂ
、 リ ム 部 １ ５ Ｂ 、 及 び 車 輪 内 輪 側 に 突 設 さ れ る フ ラ ン ジ １ ６ Ｂ か ら 、 Ｂ 形 車 輪 １ ０ Ｂ が 形
成 さ れ る 。 Ｂ 形 車 輪 １ ０ Ｂ は 、 Ａ 形 車 輪 １ ０ Ａ と は 逆 に 、 リ ム 部 １ ５ Ｂ が ボ ス 部 １ １ Ｂ に
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対 し て 内 輪 側 に 偏 心 し て い る 形 状 と 定 義 さ れ 、 ま た 、 Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 ５ ４ ０ ２ － １ ９ ８ ９ に よ
れ ば 、 各 部 位 の 長 さ は 下 記 の 表 ２ に 示 す 如 く 規 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ０ ７ 】
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新 幹 線 等 に 用 い ら れ る Ｃ 形 車 輪 １ ０ Ｃ の 径 方 向 の 断 面 形 状 も 、 図 ７ に 示 す よ う に 他 の 車 輪
と 同 じ く 図 示 し な い 車 軸 が 嵌 挿 さ れ る ボ ス 部 １ １ Ｃ か ら 、 順 に 外 側 へ か け て ボ ス 部 フ ィ レ
ッ ト １ ２ Ｃ 、 板 部 １ ３ Ｃ 、 リ ム 部 フ ィ レ ッ ト １ ４ Ｃ 、 リ ム 部 １ ５ Ｃ 、 及 び 車 輪 内 輪 側 に 突
設 さ れ る フ ラ ン ジ １ ６ Ｃ か ら 、 Ｃ 形 車 輪 １ ０ Ｃ が 形 成 さ れ る 。 Ｃ 形 車 輪 １ ０ Ｃ は 、 Ａ 形 車
輪 １ ０ Ａ 及 び Ｂ 形 車 輪 １ ０ Ｂ と は 異 な り 、 リ ム 部 １ ５ Ｃ が ボ ス 部 １ １ Ｃ に 対 し て 内 輪 側 及
び 外 輪 側 い ず れ に も 偏 心 し て い な い 形 状 と 定 義 さ れ 、 ま た 、 Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 ５ ４ ０ ２ － １ ９ ８
９ に よ れ ば 、 各 部 位 の 長 さ は 下 記 の 表 ３ に 示 す 如 く 規 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 表 ３ 】
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【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ２ ９ ４ ０ １ 号 公 報
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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し か し な が ら 、 例 え ば 、 表 １ に 示 す よ う に 従 来 の 車 輪 は 板 部 の 板 厚 が リ ム 側 で ｔ １ ＝ １ ８
ｍ ｍ 、 ボ ス 側 で ｔ ２ ＝ ２ ２ ｍ ｍ ～ ２ ６ ｍ ｍ と 厚 い た め 、 車 輪 の 軽 量 化 に よ る 鉄 道 の 高 速 化
及 び 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 達 成 す る こ と は 困 難 で あ っ た 。 ま た 、 軽 量 化 を 図 る べ く 、 板 厚 を 薄
く し た 場 合 、 耐 割 損 性 が 増 加 し 安 全 率 が 低 下 す る と い う 問 題 が あ っ た 。 レ ー ル か ら の 反 力
に よ り 発 生 す る 応 力 （ 機 械 的 応 力 ） が 増 加 し た 場 合 、 耐 割 損 性 が 増 加 し 、 安 全 率 が 低 下 す
る 。 本 願 出 願 人 は 安 全 率 を 維 持 ま た は 向 上 さ せ つ つ 、 板 部 の 板 厚 を 薄 く し 、 軽 量 化 を 図 る
こ と が 可 能 な 車 輪 を 開 発 す べ く 鋭 意 研 究 を 重 ね た 結 果 、 Ａ 形 車 輪 の 場 合 、 板 部 の 径 方 向 の
断 面 形 状 を 規 定 す る ２ つ の 曲 線 の う ち 、 内 輪 側 の 曲 線 形 状 を 特 定 の 形 状 と す る こ と に よ り
、 板 部 の 板 厚 を 薄 く し つ つ も 、 安 全 率 を 向 上 す る こ と が 可 能 で あ る こ と を 知 見 し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
一 方 、 Ｂ 形 車 輪 の 場 合 、 板 部 の 径 方 向 の 断 面 形 状 を 規 定 す る ２ つ の 曲 線 の う ち 、 外 輪 側 の
曲 線 形 状 を 特 定 の 形 状 と す る こ と に よ り 、 Ａ 形 車 輪 と 同 様 に 板 部 の 板 厚 を 薄 く し つ つ も 、
安 全 率 を 向 上 す る こ と が 可 能 で あ る こ と を も 知 見 し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 は 斯 か る 知 見 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 板 部 の 径 方
向 の 断 面 形 状 を 規 定 す る ２ つ の 曲 線 の う ち 、 Ａ 形 車 輪 の 場 合 は 、 内 輪 側 の 曲 線 形 状 を 特 定
の 形 状 と す る こ と に よ り 、 ま た Ｂ 形 車 輪 の 場 合 は 、 外 輪 側 の 曲 線 形 状 を 特 定 の 形 状 と す る
こ と に よ り 、 板 厚 を 薄 く し た 場 合 で あ っ て も 、 従 来 と 同 等 の 安 全 率 を 維 持 す る こ と が 可 能
な 鉄 道 用 車 輪 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
第 １ 発 明 に 係 る 鉄 道 用 車 輪 は 、 内 側 か ら 外 側 に か け て ボ ス 部 、 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト 、 板 部 、
リ ム 部 フ ィ レ ッ ト 、 リ ム 部 、 及 び 、 フ ラ ン ジ を 有 し 、 前 記 リ ム 部 が 前 記 ボ ス 部 に 対 し て 外
輪 側 に 偏 心 し て い る 鉄 道 用 車 輪 に お い て 、 前 記 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト 、 板 部 及 び リ ム 部 フ ィ レ
ッ ト の 径 方 向 の 断 面 形 状 を 規 定 す る ２ つ の 曲 線 の う ち 、 内 輪 側 の 曲 線 の 接 線 と 、 前 記 ボ ス
部 に 挿 嵌 さ れ る 車 軸 の 軸 心 に 対 す る 法 線 と の な す 角 の 最 大 値 を と る 前 記 内 輪 側 板 部 の 曲 線
上 の 点 が 、 前 記 ２ つ の 曲 線 と 前 記 ボ ス 部 と の 交 点 に よ り 規 定 さ れ る ボ ス 側 線 分 、 及 び 、 前
記 ２ つ の 曲 線 と 前 記 リ ム 部 と の 交 点 に よ り 規 定 さ れ る リ ム 側 線 分 か ら 等 距 離 の 位 置 に 形 成
さ れ る 補 助 線 分 が 前 記 内 輪 側 の 曲 線 と 交 差 す る 点 よ り も ボ ス 側 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 ２ 発 明 に 係 る 鉄 道 用 車 輪 は 、 内 側 か ら 外 側 に か け て ボ ス 部 、 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト 、 板 部 、
リ ム 部 フ ィ レ ッ ト 、 リ ム 部 、 及 び 、 フ ラ ン ジ を 有 し 、 前 記 リ ム 部 が 前 記 ボ ス 部 に 対 し て 内
輪 側 に 偏 心 し て い る 鉄 道 用 車 輪 に お い て 、 前 記 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト 、 板 部 及 び リ ム 部 フ ィ レ
ッ ト の 径 方 向 の 断 面 形 状 を 規 定 す る ２ つ の 曲 線 の う ち 、 外 輪 側 の 曲 線 の 接 線 と 、 前 記 ボ ス
部 に 挿 嵌 さ れ る 車 軸 の 軸 心 に 対 す る 法 線 と の な す 角 の 最 大 値 を と る 前 記 外 輪 側 板 部 の 曲 線
上 の 点 が 、 前 記 ２ つ の 曲 線 と 前 記 ボ ス 部 と の 交 点 に よ り 規 定 さ れ る ボ ス 側 線 分 、 及 び 、 前
記 ２ つ の 曲 線 と 前 記 リ ム 部 と の 交 点 に よ り 規 定 さ れ る リ ム 側 線 分 か ら 等 距 離 の 位 置 に 形 成
さ れ る 補 助 線 分 が 前 記 外 輪 側 の 曲 線 と 交 差 す る 点 よ り も ボ ス 側 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
第 ３ 発 明 に 係 る 鉄 道 用 車 輪 は 、 内 側 か ら 外 側 に か け て ボ ス 部 、 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト 、 板 部 、
リ ム 部 フ ィ レ ッ ト 、 リ ム 部 、 及 び 、 フ ラ ン ジ を 有 し 、 前 記 リ ム 部 が 前 記 ボ ス 部 に 対 し て 外
輪 側 に 偏 心 し て い る 鉄 道 用 車 輪 に お い て 、 前 記 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト 、 板 部 及 び リ ム 部 フ ィ レ
ッ ト の 径 方 向 の 断 面 形 状 を 規 定 す る ２ つ の 曲 線 の う ち 、 内 輪 側 の 曲 線 の 接 線 と 、 前 記 ボ ス
部 に 挿 嵌 さ れ る 車 軸 の 軸 心 に 対 す る 法 線 と の な す 角 の 最 大 値 を と る 前 記 内 輪 側 板 部 の 曲 線
上 の 点 が 、 前 記 ２ つ の 曲 線 と 前 記 ボ ス 部 と の 交 点 に よ り 規 定 さ れ る ボ ス 側 線 分 か ら と 、 前
記 ２ つ の 曲 線 と 前 記 リ ム 部 と の 交 点 に よ り 規 定 さ れ る リ ム 側 線 分 か ら と の 距 離 比 が ０ ． ５
５ 対 ０ ． ４ ５ の 位 置 に 形 成 さ れ る 補 助 線 分 が 前 記 内 輪 側 の 曲 線 と 交 差 す る 点 よ り も ボ ス 側
に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
第 ４ 発 明 に か か る 鉄 道 用 車 輪 は 、 内 側 か ら 外 側 に か け て ボ ス 部 、 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト 、 板 部
、 リ ム 部 フ ィ レ ッ ト 、 リ ム 部 、 及 び 、 フ ラ ン ジ を 有 し 、 前 記 リ ム 部 が 前 記 ボ ス 部 に 対 し て
内 輪 側 に 偏 心 し て い る 鉄 道 用 車 輪 に お い て 、 前 記 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト 、 板 部 及 び リ ム 部 フ ィ
レ ッ ト の 径 方 向 の 断 面 形 状 を 規 定 す る ２ つ の 曲 線 の う ち 、 外 輪 側 の 曲 線 の 接 線 と 、 前 記 ボ
ス 部 に 挿 嵌 さ れ る 車 軸 の 軸 心 に 対 す る 法 線 と の な す 角 の 最 大 値 を と る 前 記 外 輪 側 板 部 の 曲
線 上 の 点 が 、 前 記 ２ つ の 曲 線 と 前 記 ボ ス 部 と の 交 点 に よ り 規 定 さ れ る ボ ス 側 線 分 か ら と 、
前 記 ２ つ の 曲 線 と 前 記 リ ム 部 と の 交 点 に よ り 規 定 さ れ る リ ム 側 線 分 か ら と の 距 離 比 が ０ ．
５ ５ 対 ０ ． ４ ５ の 位 置 に 形 成 さ れ る 補 助 線 分 が 前 記 外 輪 側 の 曲 線 と 交 差 す る 点 よ り も ボ ス
側 に 位 置 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
第 １ 及 び 第 ３ 発 明 に あ っ て は 、 リ ム 部 が ボ ス 部 に 対 し て 、 外 輪 側 に 偏 心 し て い る Ａ 形 車 輪
の 場 合 、 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト 、 板 部 及 び リ ム 部 フ ィ レ ッ ト の 径 方 向 の 断 面 形 状 を 規 定 す る ２
つ の 曲 線 の う ち 、 内 輪 側 の 曲 線 に つ い て 着 目 す る 。 曲 線 は 、 ２ つ の 曲 線 と ボ ス 部 と の 交 点
に よ り 規 定 さ れ る ボ ス 側 線 分 か ら 、 ２ つ の 曲 線 と リ ム 部 と の 交 点 に よ り 規 定 さ れ る リ ム 側
線 分 に 至 る 。 内 輪 側 の 曲 線 の 接 線 と 、 ボ ス 部 に 挿 嵌 さ れ る 車 軸 の 軸 心 に 対 す る 法 線 と の な
す 角 を 計 測 し 、 そ の 最 大 値 を と る 内 輪 側 板 部 の 曲 線 上 の 点 が 、 ボ ス 側 線 分 及 び リ ム 側 線 分
か ら 等 距 離 の 位 置 に 形 成 さ れ る 補 助 線 分 が 内 輪 側 の 曲 線 と 交 差 す る 点 よ り も ボ ス 側 に 位 置
す る よ う 決 定 す る 。 ま た 、 安 全 率 を 従 来 の 車 輪 以 上 と す る た め に は 、 後 述 す る 実 験 に よ り
、 内 輪 側 の 曲 線 の 接 線 と 、 ボ ス 側 線 分 の 法 線 と の な す 角 の 最 大 値 を と る 内 輪 側 板 部 の 曲 線
上 の 点 が 、 ボ ス 側 線 分 か ら と 、 リ ム 側 線 分 か ら と の 距 離 比 が ０ ． ５ ５ 対 ０ ． ４ ５ の 位 置 に
形 成 さ れ る 補 助 線 分 が 内 輪 側 の 曲 線 と 交 差 す る 点 よ り も ボ ス 側 に 位 置 す る よ う に す れ ば 良
い 。 鉄 道 用 車 輪 の 板 部 形 状 を か か る 構 成 と す る こ と で 、 安 全 率 の さ ら な る 向 上 、 ひ い て は
板 部 の 板 厚 を 薄 く し 、 軽 量 化 を 図 り つ つ も 従 来 と 同 様 ま た は そ れ 以 上 の 安 全 率 を 確 保 す る
こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
第 ２ 及 び 第 ４ 発 明 に あ っ て は 、 リ ム 部 が ボ ス 部 に 対 し て 、 内 輪 側 に 偏 心 し て い る Ｂ 形 車 輪
の 場 合 、 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト 、 板 部 及 び リ ム 部 フ ィ レ ッ ト の 径 方 向 の 断 面 形 状 を 規 定 す る ２
つ の 曲 線 の う ち 、 外 輪 側 の 曲 線 に つ い て 着 目 す る 。 同 様 に 、 外 輪 側 の 曲 線 の 接 線 と 、 ボ ス
部 に 挿 嵌 さ れ る 車 軸 の 軸 心 に 対 す る 法 線 と の な す 角 を 計 測 し 、 そ の 最 大 値 を と る 外 輪 側 の
曲 線 上 の 点 が 、 ボ ス 側 線 分 及 び リ ム 側 線 分 か ら 等 距 離 の 位 置 に 形 成 さ れ る 補 助 線 分 が 外 輪
側 の 曲 線 と 交 差 す る 点 よ り も ボ ス 側 に 位 置 す る よ う 決 定 す る 。 ま た は 、 安 全 率 を 従 来 の 車
輪 以 上 と す る た め に は 、 後 述 す る 実 験 に よ り 、 外 輪 側 の 曲 線 の 接 線 と 、 ボ ス 側 線 分 の 法 線
と の な す 角 の 最 大 値 を と る 外 輪 側 板 部 の 曲 線 上 の 点 が 、 ボ ス 側 線 分 か ら と 、 リ ム 側 線 分 か
ら と の 距 離 比 が ０ ． ５ ５ 対 ０ ． ４ ５ の 位 置 に 形 成 さ れ る 補 助 線 分 が 外 輪 側 の 曲 線 と 交 差 す
る 点 よ り も ボ ス 側 に 位 置 す れ ば 良 い 。 こ の よ う に 、 リ ム 部 の 偏 心 方 向 と 逆 方 向 の 板 部 曲 線
の 形 状 を か か る 形 状 と す る こ と で 、 板 部 の 板 厚 を 薄 く し 、 軽 量 化 を 図 り つ つ も 従 来 と 同 様
ま た は そ れ 以 上 の 安 全 率 を 確 保 で き 、 さ ら に 鉄 道 車 両 の 高 速 化 及 び 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 図 る
こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 本 発 明 を 実 施 の 形 態 を 示 す 図 面 に 基 づ い て 詳 述 す る 。
実 施 の 形 態 １
図 １ は Ａ 形 車 輪 １ Ａ （ 場 合 に よ り 、 車 輪 １ で 代 表 す る ） の 径 方 向 の 断 面 形 状 を 示 す 断 面 図
で あ る 。 Ａ 形 車 輪 １ Ａ は 、 内 側 か ら 外 側 に か け て ボ ス 部 １ １ ， ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト １ ２ ， 板
部 １ ３ ， リ ム 部 フ ィ レ ッ ト １ ４ ， リ ム 部 １ ５ ， 及 び フ ラ ン ジ １ ６ か ら な り 、 リ ム 部 １ ５ が
ボ ス 部 １ １ に 対 し て 外 輪 側 に 偏 心 し て い る 。 図 示 し な い 車 軸 が 径 方 向 に 対 し て 垂 直 に 嵌 挿
さ れ る ボ ス 部 １ １ に は 、 板 部 １ ３ に 至 る ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト １ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 車 輪 厚
は ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト １ ２ を 経 由 し て 、 ボ ス 部 １ １ の ボ ス 高 さ Ｈ か ら 板 部 １ ３ の 板 厚 ｔ ２ （
ボ ス 側 ） に ま で 変 化 す る 。 な お 、 各 部 位 の 長 さ は 表 １ に 示 す と お り で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
板 部 １ ３ の 一 端 は 上 述 し た ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト １ ２ と 接 合 し て お り 、 一 方 板 部 １ ３ の 他 端 は
リ ム 部 フ ィ レ ッ ト １ ４ と 接 合 し て い る 。 板 部 １ ３ の 径 方 向 の 断 面 形 状 は 曲 線 ｓ ｔ 、 及 び 曲
線 ｕ ｗ 、 並 び に 曲 線 ｓ ｔ ・ 曲 線 ｕ ｗ と ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト １ ２ と の そ れ ぞ れ の 交 点 ｓ 、 ｕ に
よ り 規 定 さ れ る 線 分 ｓ ｕ 、 及 び 、 曲 線 ｓ ｔ ・ 曲 線 ｕ ｗ と リ ム 部 フ ィ レ ッ ト １ ４ と の そ れ ぞ
れ の 交 点 ｔ 、 ｗ に よ り 規 定 さ れ る 線 分 ｔ ｗ に よ り 構 成 さ れ る 。 ま た 、 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト 、
板 部 及 び リ ム 部 フ ィ レ ッ ト の 径 方 向 の 断 面 形 状 を 規 定 す る ２ つ の 曲 線 は 図 １ に 示 す よ う に
曲 線 ａ ｂ 及 び 曲 線 ｃ ｄ か ら な る 。 点 ａ は 内 輪 側 の 曲 線 ａ ｂ と ボ ス 部 １ １ と の 交 点 で あ り 、
点 ｃ は 外 輪 側 の 曲 線 ｃ ｄ と ボ ス 部 １ １ と の 交 点 で あ る 。 以 下 で は 、 線 分 ａ ｃ を ボ ス 側 線 分
と い う 。 同 様 に 、 点 ｂ は 内 輪 側 の 曲 線 ａ ｂ と リ ム 部 １ ５ と の 交 点 で あ り 、 点 ｄ は 外 輪 側 の
曲 線 ｃ ｄ と リ ム 部 １ ５ と の 交 点 で あ る 。 以 下 で は 、 線 分 ｂ ｄ を リ ム 側 線 分 と い う 。 板 部 １
３ は リ ム 部 フ ィ レ ッ ト １ ４ を 介 し て リ ム 部 １ ５ に 接 合 さ れ て お り 、 車 輪 厚 は リ ム 部 フ ィ レ
ッ ト １ ４ を 経 由 し て い る 間 に 板 部 １ ３ の 板 厚 ｔ １ （ リ ム 側 ） か ら リ ム 幅 Ｂ に ま で 拡 大 す る
。 ま た 、 リ ム 部 １ ５ の 内 輪 側 先 端 に は フ ラ ン ジ が 突 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
Ａ 形 車 輪 １ Ａ に お い て は 、 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト １ ２ ， 板 部 １ ３ 及 び リ ム 部 フ ィ レ ッ ト １ ４ の
断 面 形 状 を 規 定 す る ２ つ の 曲 線 ａ ｂ 及 び 曲 線 ｃ ｄ の う ち 、 内 輪 側 の 曲 線 ａ ｂ 、 特 に 曲 線 ｓ
ｔ に つ い て 着 目 す る 。 曲 線 ａ ｂ 上 の 任 意 の 点 に お け る 接 線 Ｌ と 、 ボ ス 部 に 挿 嵌 さ れ る 図 示
し な い 車 軸 の 軸 心 Ｚ に 対 す る 法 線 ｈ と の な す 角 を α と 定 義 す る 。 本 発 明 に 係 る 車 輪 は 、 好
ま し く は α の 最 大 角 α ｍ ａ ｘ を と る 内 輪 側 板 部 の 曲 線 ｓ ｔ 上 の 点 が 、 ボ ス 側 線 分 ａ ｃ 及 び
リ ム 側 線 分 ｂ ｄ か ら 等 距 離 の 位 置 に 形 成 さ れ 、 ボ ス 側 線 分 ａ ｃ 及 び リ ム 側 線 分 ｂ ｄ に 平 行
な 補 助 線 分 が 、 内 輪 側 の 曲 線 ａ ｂ と 交 差 す る 点 ｅ よ り も ボ ス 側 に 位 置 す る よ う に す れ ば 良
い 。 つ ま り 、 点 ｓ か ら 補 助 線 分 と 曲 線 ａ ｂ と の 交 点 で あ る 点 ｅ と の 間 の い ず れ か の 位 置 に
、 最 大 角 α ｍ ａ ｘ が 形 成 さ れ る よ う 板 部 １ ３ の 形 状 を 設 計 す る 。 若 し く は 、 α の 最 大 角 α

ｍ ａ ｘ を と る 内 輪 側 板 部 の 曲 線 ｓ ｔ 上 の 点 が 、 ボ ス 側 線 分 ａ ｃ か ら と 、 リ ム 側 線 分 ｂ ｄ か
ら と の 距 離 比 が ０ ． ５ ５ 対 ０ ． ４ ５ と な る 位 置 に 形 成 さ れ 、 ボ ス 側 線 分 ａ ｃ 及 び リ ム 側 線
分 ｂ ｄ に 平 行 な 補 助 線 分 が 、 内 輪 側 の 曲 線 ａ ｂ と 交 差 す る 点 ｅ ’ よ り も ボ ス 側 に 位 置 す る
よ う に す れ ば 良 い 。 つ ま り 、 点 ｓ か ら 補 助 線 分 と 曲 線 ａ ｂ と の 交 点 で あ る 点 ｅ ’ と の 間 の
い ず れ か の 位 置 に 、 最 大 角 α ｍ ａ ｘ が 形 成 さ れ る よ う 板 部 １ ３ の 形 状 を 設 計 す る 。 す な わ
ち 、 外 輪 側 に 偏 心 し て い る Ａ 形 車 輪 １ Ａ に お い て は 、 対 向 す る 内 輪 側 の 曲 線 ｓ ｔ の う ち 、
ボ ス 部 １ １ 側 の 接 線 Ｌ と 法 線 ｈ と の な す 角 度 α が 最 大 と な る よ う 、 板 部 １ ３ を 設 計 す る こ
と で 、 安 全 率 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ２ は Ｂ 形 車 輪 １ Ｂ の 径 方 向 の 断 面 形 状 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 Ｂ 形 車 輪 １ Ｂ も 同 様 に 、 内
側 か ら 外 側 に か け て ボ ス 部 １ １ ， ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト １ ２ ， 板 部 １ ３ ， リ ム 部 フ ィ レ ッ ト １
４ ， リ ム 部 １ ５ ， 及 び フ ラ ン ジ １ ６ か ら な り 、 リ ム 部 １ ５ が ボ ス 部 １ １ に 対 し て 内 輪 側 に
偏 心 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
Ｂ 形 車 輪 １ Ｂ に お い て は 、 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト １ ２ ， 板 部 １ ３ 、 及 び リ ム 部 フ ィ レ ッ ト １ ４
の 断 面 形 状 を 規 定 す る ２ つ の 曲 線 ａ ｂ 及 び 曲 線 ｃ ｄ の う ち 、 外 輪 側 の 曲 線 ｃ ｄ 、 特 に 曲 線
ｕ ｗ に つ い て 着 目 す る 。 曲 線 ｃ ｄ 上 の 任 意 の 点 に お け る 接 線 Ｌ と 、 軸 心 Ｚ に 対 す る 法 線 ｈ
と の な す 角 を α と 定 義 す る 。 本 発 明 に 係 る 車 輪 は 、 好 ま し く は α の 最 大 角 α ｍ ａ ｘ を と る
外 輪 側 板 部 の 曲 線 ｕ ｗ 上 の 点 が 、 ボ ス 側 線 分 ａ ｃ 及 び リ ム 側 線 分 ｂ ｄ か ら 等 距 離 の 位 置 に
形 成 さ れ 、 ボ ス 側 線 分 ａ ｃ 及 び リ ム 側 線 分 ｂ ｄ に 平 行 な 補 助 線 分 が 、 外 輪 側 の 曲 線 ｃ ｄ と
交 差 す る 点 ｆ よ り も ボ ス 側 に 位 置 す る よ う に す れ ば 良 い 。 つ ま り 、 点 ｕ か ら 補 助 線 分 と 曲
線 ｃ ｄ と の 交 点 で あ る 点 ｆ と の 間 の い ず れ か の 位 置 に 、 最 大 角 α ｍ ａ ｘ が 形 成 さ れ る よ う
板 部 １ ３ の 形 状 を 設 計 す る 。 若 し く は 、 α の 最 大 角 α ｍ ａ ｘ を と る 外 部 側 板 部 の 曲 線 ｃ ｄ
上 の 点 が 、 ボ ス 側 線 分 ａ ｃ か ら と 、 リ ム 側 線 分 ｂ ｄ か ら と の 距 離 比 が ０ ． ５ ５ 対 ０ ． ４ ５
と な る 位 置 に 形 成 さ れ 、 ボ ス 側 線 分 ａ ｃ 及 び リ ム 側 線 分 ｂ ｄ に 平 行 な 補 助 線 分 が 、 外 輪 側
の 曲 線 ｃ ｄ と 交 差 す る 点 ｆ ’ よ り も ボ ス 側 に 位 置 す る よ う に す れ ば 良 い 。 つ ま り 、 点 ｓ か
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ら 補 助 線 分 と 曲 線 ｃ ｄ と の 交 点 で あ る 点 ｆ ’ と の 間 の い ず れ か の 位 置 に 、 最 大 角 α ｍ ａ ｘ

が 形 成 さ れ る よ う 板 部 １ ３ の 形 状 を 設 計 す る 。 す な わ ち 、 内 輪 側 に 偏 心 し て い る Ｂ 形 車 輪
１ Ｂ に お い て は 、 対 向 す る 外 輪 側 の 曲 線 ｕ ｗ の う ち 、 ボ ス 部 １ １ 側 の 接 線 Ｌ と 法 線 ｈ と の
な す 角 度 α が 最 大 と な る よ う 、 板 部 １ ３ を 設 計 す る こ と で 、 安 全 率 を 向 上 さ せ る こ と が 可
能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
続 い て 、 最 大 角 α ｍ ａ ｘ を と る 曲 線 上 の 位 置 を 変 化 さ せ て 安 全 率 が ど の よ う に 変 化 す る か
実 験 を 行 っ た 。 な お 、 実 験 に 当 た っ て は Ａ 形 車 輪 １ Ａ の う ち 表 １ に 示 す Ａ ８ ６ Ｅ を 用 い 、
板 部 １ ３ の 形 状 を そ れ ぞ れ 変 化 さ せ た 車 輪 １ を 対 象 に Ｆ Ｅ Ｍ （ Ｆ ｉ ｎ ｉ ｔ ｅ 　 Ｅ ｌ ｅ ｍ ｅ
ｎ ｔ 　 Ｍ ｅ ｔ ｈ ｏ ｄ ） 解 析 を 実 施 し 、 垂 直 圧 及 び 横 圧 が 負 荷 さ れ た 場 合 の 板 部 １ ３ の 発 生
応 力 と 、 垂 直 圧 及 び 背 圧 が 負 荷 さ れ た 場 合 の 発 生 応 力 を 求 め 、 各 板 部 形 状 の 耐 割 損 性 （ 安
全 率 ） に つ い て 評 価 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
な お 以 下 に 、 垂 直 圧 、 横 圧 、 及 び 背 圧 に つ い て 説 明 し て お く 。 図 ３ は 機 械 的 応 力 の 概 念 を
説 明 す る 模 式 図 で あ る 。 機 械 的 応 力 に は 図 ３ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 垂 直 圧 Ｐ １

、 横 圧 Ｐ ２ 、 及 び 背 圧 Ｐ ３ が 存 在 す る 。 直 線 通 過 時 に お い て は 、 輪 重 に よ り 、 リ ム 部 １ ５
と レ ー ル Ｒ と の 接 合 面 で あ る 車 輪 踏 面 Ｑ に は レ ー ル Ｒ か ら 垂 直 圧 Ｐ １ が 負 荷 さ れ る 。 曲 線
通 過 時 に お い て は 、 レ ー ル Ｒ か ら フ ラ ン ジ １ ６ に 軌 道 内 側 か ら 横 圧 Ｐ ２ が 負 荷 さ れ る 。 さ
ら に 、 脱 線 防 止 用 の ガ イ ド レ ー ル Ｐ 又 は 図 示 し な い ポ イ ン ト に よ り 、 フ ラ ン ジ １ ６ に 軌 道
外 側 か ら 背 圧 Ｐ ３ が 負 荷 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ４ は 最 大 角 α ｍ ａ ｘ を と る 点 の 位 置 を 変 化 さ せ た 場 合 の 、 当 該 車 輪 の 安 全 率 の 推 移 を 示
す 特 性 図 あ る 。 縦 軸 は 安 全 率 を 示 し 、 従 来 の 車 輪 の 安 全 率 を １ ． ０ と し て 評 価 し て い る 。
横 軸 は 補 助 線 分 の 位 置 を 示 し 、 ０ を ボ ス 側 線 分 ａ ｃ と 同 じ 位 置 、 ０ ． ５ を ボ ス 側 線 分 及 び
リ ム 側 線 分 ｂ ｄ か ら 等 距 離 の 位 置 、 １ を リ ム 側 線 分 ｂ ｄ と 同 じ 位 置 と し て い る 。 こ こ で 、
曲 線 ａ ｂ 上 の 内 曲 線 ｓ ｔ 上 の 点 に お け る 接 線 Ｌ と 法 線 ｈ と が な す 角 α が 最 大 値 α ｍ ａ ｘ と
な る と な る 点 を 、 位 置 を 変 え つ つ そ の 各 車 輪 に お け る 最 小 の 安 全 率 を 車 輪 板 部 全 体 の Ｆ Ｅ
Ｍ 解 析 に よ り 求 め た 。 解 析 に あ っ て は 試 料 １ 乃 至 ５ を 用 意 し た 。 試 料 １ は 従 来 の 車 輪 で あ
り 、 試 料 １ 及 び ２ を 除 く 試 料 ３ 乃 至 ５ は 本 発 明 に 係 る Ａ 形 車 輪 １ Ａ で あ る 。 な お 、 各 試 料
の 最 大 角 α ｍ ａ ｘ は 、 α ｍ ａ ｘ １ ＝ ３ ９ ． ９ ° （ 試 料 １ ） 、 α ｍ ａ ｘ ２ ＝ ４ ０ ． ７ ° （ 試
料 ２ ） 、 α ｍ ａ ｘ ３ ＝ ３ ３ ． ４ ° （ 試 料 ３ ） 、 α ｍ ａ ｘ ４ ＝ ３ ５ ． ５ ° （ 試 料 ４ ） 、 α ｍ

ａ ｘ ５ ＝ ３ ６ ． ０ ° （ 試 料 ５ ） と し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
解 析 し た 結 果 、 試 料 ３ 乃 至 ５ に 示 す よ う に ０ か ら ０ ． ５ ５ ま で の 間 で 、 最 大 値 α ｍ ａ ｘ を
と る 場 合 、 安 全 率 が 高 い こ と が 理 解 で き る 。 特 に ０ ． ５ ５ か ら ０ ． ５ に か け て 安 全 率 の 増
加 傾 向 が 強 ま り 、 ま た ０ ． ５ 以 下 で は ボ ス の 内 径 、 輪 重 等 の 諸 条 件 が 変 わ っ た 場 合 で も 高
い 安 全 率 を 確 保 で き る こ と が 確 認 で き た 。 一 方 で 、 試 料 ２ の 如 く ０ ． ５ ５ を 超 え る 場 合 、
従 来 の 試 料 １ に 係 る 車 輪 と 安 全 率 は そ れ ほ ど 相 違 し な い こ と が 理 解 で き る 。 こ の よ う に 最
大 値 α ｍ ａ ｘ を と る 点 を 特 定 の 位 置 （ 点 ｓ ～ 点 ｅ ま た は 点 ｅ ’ ） に 決 定 す る こ と で 、 安 全
率 の 向 上 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。 な お 、 Ｂ 形 車 輪 に つ い て も 同 様 の 結 果 が 得 ら れ た の で
詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。 ま た 、 上 述 し た 試 料 １ 乃 至 ５ は 全 て 板 部 １ ３ の 板 厚 ｔ １ （ リ ム 側
） を １ ８ ｍ ｍ 、 板 厚 ｔ ２ （ ボ ス 側 ） を ２ ２ ｍ ｍ と し て 、 安 全 率 の 変 化 を 検 討 し た が 、 安 全
率 が １ ． ０ 以 上 と な る よ う に 板 厚 を 適 宜 変 化 さ せ る よ う に し て も 良 い 。 こ の 場 合 、 リ ム 外
径 Ｄ に 対 し て 、 板 部 １ ３ の 板 厚 が １ ． ２ ％ ～ ２ ． ４ ％ の 範 囲 内 に あ る 場 合 、 安 全 率 １ ． ０
以 上 と な る こ と が 確 認 で き た 。 例 え ば 、 リ ム 外 径 Ｄ が ８ ６ ０ ｍ ｍ の 車 輪 の 場 合 、 板 厚 は １
０ ． ３ ２ ｍ ｍ ～ ２ ０ ． ６ ４ ｍ ｍ の 範 囲 内 で あ れ ば 、 安 全 率 １ ． ０ 以 上 を 確 保 で き る 。 こ れ
に よ り 、 安 全 率 を 確 保 し つ つ も 、 板 部 １ ３ の 薄 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 詳 述 し た 如 く 、 第 １ 及 び 第 ３ 発 明 に あ っ て は 、 リ ム 部 が ボ ス 部 に 対 し て 、 外 輪 側 に 偏
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心 し て い る Ａ 形 車 輪 の 場 合 、 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト 、 板 部 及 び リ ム 部 フ ィ レ ッ ト の 径 方 向 の 断
面 形 状 を 規 定 す る ２ つ の 曲 線 の う ち 、 内 輪 側 の 曲 線 の 接 線 と 、 ボ ス 側 線 分 の 法 線 と の な す
角 を 計 測 し 、 そ の 最 大 値 を と る 内 輪 側 板 部 の 曲 線 上 の 点 が 、 ボ ス 側 線 分 及 び リ ム 側 線 分 か
ら 等 距 離 の 位 置 に 形 成 さ れ る 補 助 線 分 が 内 輪 側 の 曲 線 と 交 差 す る 点 よ り も ボ ス 側 に 位 置 す
る よ う に 設 計 す る 。 ま た は 、 ボ ス 側 線 分 か ら と 、 リ ム 側 線 分 か ら と の 距 離 比 が ０ ． ５ ５ 対
０ ． ４ ５ の 位 置 に 形 成 さ れ る 補 助 線 分 が 内 輪 側 の 曲 線 と 交 差 す る 点 よ り も ボ ス 側 に 位 置 す
る よ う 設 計 す る 。 こ の よ う に 鉄 道 用 車 輪 の 板 部 形 状 を か か る 構 成 と す る こ と で 、 安 全 率 の
さ ら な る 向 上 、 ひ い て は 板 部 の 板 厚 を 薄 く し 、 軽 量 化 を 図 り つ つ も 従 来 と 同 様 ま た は そ れ
以 上 の 安 全 率 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
第 ２ 及 び 第 ４ 発 明 に あ っ て は 、 リ ム 部 が ボ ス 部 に 対 し て 、 内 輪 側 に 偏 心 し て い る Ｂ 形 車 輪
の 場 合 、 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト 、 板 部 及 び リ ム 部 フ ィ レ ッ ト の 径 方 向 の 断 面 形 状 を 規 定 す る ２
つ の 曲 線 の う ち 、 外 輪 側 の 曲 線 の 接 線 と 、 ボ ス 側 線 分 の 法 線 と の な す 角 を 計 測 し 、 そ の 最
大 値 を と る 外 輪 側 の 曲 線 上 の 点 が 、 ボ ス 側 線 分 及 び リ ム 側 線 分 か ら 等 距 離 の 位 置 に 形 成 さ
れ る 補 助 線 分 が 外 輪 側 の 曲 線 と 交 差 す る 点 よ り も ボ ス 側 に 位 置 す る よ う 設 計 す る 。 ま た は
、 ボ ス 側 線 分 か ら と 、 リ ム 側 線 分 か ら と の 距 離 比 が ０ ． ５ ５ 対 ０ ． ４ ５ の 位 置 に 形 成 さ れ
る 補 助 線 分 が 内 輪 側 の 曲 線 と 交 差 す る 点 よ り も ボ ス 側 に 位 置 す る よ う 設 計 す る 。 こ の よ う
に 、 リ ム 部 の 偏 心 方 向 と 逆 方 向 の 板 部 曲 線 の 形 状 を か か る 形 状 と す る こ と で 、 板 部 の 板 厚
を 薄 く し 、 軽 量 化 を 図 り つ つ も 従 来 と 同 様 ま た は そ れ 以 上 の 安 全 率 を 確 保 で き 、 さ ら に 鉄
道 車 両 の 高 速 化 及 び 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 図 る こ と が 可 能 と な る 等 、 本 発 明 は 優 れ た 効 果 を 奏
し 得 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 Ａ 形 車 輪 の 径 方 向 の 断 面 形 状 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｂ 形 車 輪 の 径 方 向 の 断 面 形 状 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 機 械 的 応 力 の 概 念 を 説 明 す る 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 最 大 角 α ｍ ａ ｘ を と る 点 の 位 置 を 変 化 さ せ た 場 合 の 、 当 該 車 輪 の 安 全 率 の 推 移 を
示 す 特 性 図 あ る 。
【 図 ５ 】 Ａ 形 車 輪 の 径 方 向 の 断 面 形 状 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 Ｂ 形 車 輪 の 径 方 向 の 断 面 形 状 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 Ｃ 形 車 輪 の 径 方 向 の 断 面 形 状 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 車 輪
１ Ａ 　 　 Ａ 形 車 輪
１ Ｂ 　 　 Ｂ 形 車 輪
１ １ 　 　 ボ ス 部
１ ２ 　 　 ボ ス 部 フ ィ レ ッ ト
１ ３ 　 　 板 部
１ ４ 　 　 リ ム 部 フ ィ レ ッ ト
１ ５ 　 　 リ ム 部
１ ６ 　 　 フ ラ ン ジ
ａ ｂ 　 　 曲 線
ｃ ｄ 　 　 曲 線
ａ ｃ 　 　 ボ ス 側 線 分
ｂ ｄ 　 　 リ ム 側 線 分
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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